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SWIMS-IFUの設計
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SWIMS-IFUは東京大学がチリのアタカマ砂漠チャナントール山頂に建設中であるTAO 6.5m望遠鏡用の近赤
外線広視野多天体分光カメラ SWIMSに面分光機能を追加するイメージスライサー方式の面分光ユニット (IFU)
である。スライス幅をシーイング 0.5

′′ に最適化することで既存の近赤外線面分光装置より広い視野 17.2
′′ × 14.0

′′

を実現する。これと SWIMSの広い同時分光波長域 0.9–2.5µmを合わせることで、効率よく視野全体の近赤外線
分光情報が得られる。
SWIMS-IFUに与えられたスペースの制限 (235×170×55mm3)から通常の球面鏡を用いて設計をすると大きな

収差が発生してしまう。この問題を解決するために、自由曲面鏡を積極的に活用することで、より良い結像性能を
実現する設計を行った。天体像が再結像されるスライスミラー像面までの 6つのミラーのうち 5つは球面ミラー
に 3次もしくは 5次で表される多項式成分を加えた自由曲面で構成されている。本設計ではスライスミラー像面
で視野全面にわたり回折限界レベルの結像性能を実現したことで、今後AO を用いたイメージスライサー IFU 開
発へも展開可能である。これらの自由曲面ミラーの形状と位置較正については、我々がこれまでの IFU開発で有
用性を実証してきた超精密切削加工によって高精度に実現する。


